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A constant-temperature sampling box was constructed to avoid liquefaction of ethanol and water in an 
experimental apparatus in analyses of steam reforming of ethanol. The sampling box was connected to a gas 
chromatograph. It was controlled to keep at 350-390 K with a thermal controller and a heater. The analyses of ethanol 
and water were successfully carried out. 
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 ⑥海水中の重水素(以下 D と記すことがある)の存

















   D + T  → He     +  n 
                  3.5 MeV   14.1 MeV 
 
      D + D  →  T      +  p 
                  1.0 MeV    3.0 MeV 
 
      D + D  →  3He    +  n 
                  0.8 MeV    2.5 MeV 
 
      D + 3He →  He    +  p 
























   0.6 t 
 
とされている。(リチウムを用いる核融合で燃料重水
素 100 kg という説もある。)また海水 200 リット
ル中に重水素 6 g が含まれているとされる。前述の
0.6 t を取り出せる海水の量は大雑把に 
 
   20 × 103 m 3  
 
凡そ 20000 t となる。 
 ところで、理科年表では地球上の全海水量を 
 




   1.5 × 1021 kg 
 
とある。これに理科年表の海水の密度： 1.01 ～ 1.05
より換算すると海水量は 
 
   ( 1370 ～ 1485 ) × 106 km 3 
 
となる。 
 従ってトカマク 100 万キロワット炉を延何年運
転できるかというと 
 





各説あるが凡そ 100 億人とされている。 
 次に、現在日本の人口当たりの総電力需要は定説
で 1 億 2500 万人につき 100 万キロワット炉を 
100 基とされているので、目安としてそれに倣い、
人口 100 億人に対しては 8000 基必要となる。この
量で計算すると 
 
   85 ～ 93 億年 
 
運転できる。 





水量は 1.5 × 1021 kg とある。従って殆どが軽水で
あるとして分子量比から単純にその 2 ／18 が海水
中の水素の重さとすると 
 
1.667 × 1020 kg 
 
となる。その水素量のうち重水素の存在比(個数比)
は理科年表によると 0.015 % であり、その際の原子
量は水素Hの 1 に対しDは 2 であるので全海水中
の重水素量は 
 

















1 個の重水素との融合反応で 1 単位のエネルギー
を取り出せるのである。即ち核反応の機会は単純に
重水素の数の半分となる。従って 7.5 × 1042 対が
核融合を起こす燃料の基準量となる。 
 また採掘の技術には触れないが、採掘量の目安と
して地球上に存在する重水素の 50 % を可採量と
する。 
 従って、これ以降の考察では重水素原子 7.5 × 




万 kW 発電機を年間 365 日 24 時間運転すること
になる。すると 1 基が 1 年間に発生する出力は 
 
   3.15 × 1016 J 
 
となる。 
 さてここで冒頭 2 章に示した D – D 反応を用い
る。トリチウムと陽子を得る際の 1 対の反応エネル
ギーの出力は 4 MeV であった。1 eV は 1.602 × 
10-19 J であるので 4 MeV は 6.408 × 10-13 J であ
る。 
 そこで効率 100 % (すべての燃料が反応を起こす)
とすると除して 
 
   5 × 1028 対、1029 個 
 











需要は人口 1 億 2500 万人に対し、100 万キロワッ
ト発電機 100 基分である。この割合を用いて全世界
で 8000 基必要となる。 
また、同じく前に述べたように電力需要は 16.5 % 
／10 年の自然増加があるので 2050 年には更にそ
れの 1.84 倍(入手資料の 40 年後)となる。 
なお現在の日本のエネルギー需要は電力だけでな
く、化石燃料の直接燃焼による利用が電力消費の凡







































  2050 年の時点での世界の人口 100 億人に対し、
海水から取り出した重水素を燃料として核融合発電
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あるが、結果的に 0.74mm から 0.75mm の精度に切
削加工することが出来た。 
 
図 1. テフロン製コーム 
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